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神
か ん

庭
ば

のくちなわ岩
い わ

　今
いま

から 240 年
ねん

ぐらい前
まえ

のことです。植
うえ

田
だ

村
むら

に住
す

んで

いた亀
かめ

若
わか

と芳
よし

松
まつ

という子
こ

どもの兄
きょうだい

弟が、「くちなわ岩
いわ

」

と呼
よ

ばれる岩
いわ

のまわりで栗
くり

を拾
ひろ

っていました。この岩
いわ

に

はその名
な

のとおり、くちなわ（大
だい

蛇
じゃ

）が住
す

むと言
い

われて

いましたが、兄
きょうだい

弟は気
き

にもしていませんでした。かごが

栗
くり

で一
いっ

杯
ぱい

になり、帰
かえ

ろうとしたとき、｢ ザーッ ｣ と地
じ

面
めん

を擦
す

るような音
おと

が聞
き

こえました。音
おと

が鳴
な

った方
ほう

を見
み

る

と、なんと大
だい

蛇
じゃ

がくちなわ岩
いわ

から這
は

い出
だ

して来
く

るので

す。兄
きょうだ

弟は「くちなわだ！」と叫
さけ

ぶと、かごを捨
す

てて逃
に

げました。すると大
だい

蛇
じゃ

は飛
と

ぶように這
は

い、あっという間
ま

に兄
きょうだい

弟に追
お

いつくと、大
おお

きな口
くち

で兄
あに

の亀
かめ

若
わか

をペロリと飲
の

み込
こ

んでしまったのです。

　家
いえ

に飛
と

び帰
かえ

って来
き

た芳
よし

松
まつ

に話
はな

しを聞
き

いた父
ちち

は、すぐに

まさかりを担
かつ

いで山
やま

へ走
はし

りました。岩
いわ

の近
ちか

くまで来
く

ると、

大
だい

蛇
じゃ

が大
おお

きなお腹
なか

で苦
くる

しそうにとぐろを巻
ま

いてあえいで

います。それを見
み

た父
ちち

は「おのれ！」と叫
さけ

ぶと、首
くび

根
ね

っ

こをめがけてまさかりを力
ちから

一
いっ

杯
ぱい

振
ふ

り下
お

ろしました。する

と蛇
へび

の血
ち

が飛
と

び散
ち

り、ドロドロした液
えき

体
たい

と一
いっ

緒
しょ

に体
からだ

中
じゅう

の毛
け

が溶
と

けた亀
かめ

若
わか

が

流
なが

れ出
で

てきました。

急
いそ

いで父
ちち

が亀
かめ

若
わか

を抱
だ

きあげると、なんと

か息
いき

を吹
ふ

き返
かえ

しまし

た。しかし、この日
ひ

以
い

来
らい

、亀
かめ

若
わか

には毛
け

が

一
いっ

本
ぽん

も生
は

えなかった

ということです。

くちなわ岩（神庭町）

　神庭町奈賀江から 30分程、山道を登ると標高 270 ㍍付近の山
中にくちなわ岩があります。人の高さの倍以上もある巨石は、お
話しのとおり大蛇がいても違和感がないほどの異様な存在感を醸
し出しています。
　巨石周辺は、海外引揚者が昭和 21 年頃から開拓した場所で、
最盛期には４世帯が居を構えていました。野菜や
果樹を栽培し、発電機で電灯をともして生活され
ていましたが、20 年ほど前に最後の 1軒が山を
下りて集落は閉鎖されました。今も周辺の草木の
中にブロックや建物など痕跡を確認することがで
きます。

四コママンガ

▲山中にあるくちなわ岩


